




 田中毎実先生が 2021 年３月に武庫川女子大学を去られるに当たって，思い出したことを書き連ね
てみる。 
先生が本学に来られたのは今から９年前の 2012 年 4 月のことであった。京都大学高等教育研究開
発推進センターのセンター長を定年で退職された直後であった。本学では，教育学科の教授として教































 思えば，私が初めて田中先生に会ったのは 1998 年，読売新聞に紹介された京都大学での「公開実
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験授業」を参観させてもらった時である。以来，「ライフサイクルと教育」と題する実験授業や，京大
を拠点として展開された共同研究，されには大学教育学会を共通の場として親しくお付き合いさせて
いただいた。私が本学にお世話になったきっかけも田中先生の紹介によるものであったと理解して
いる。 
 京大のセンターから武庫川のセンターまで，要職にあって多忙を極められたようだが，そんななか
でも学問研究においても厳しく自らを律し，何冊もの単著を上梓されたのは見事という他ない。職務
の多忙で研究ができないという言い訳を決してご自身に許さなかったのである。 
 田中先生の退職には淋しさを禁じ得ないが，これからは少々離れた地点から学校教育センターを，
教育学部を，そして武庫川女子大学を見守っていただきたいと願っている。 
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